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テ ー マ 内 容 担 当 課

人 権 人権施策基本方針・推進プラン 人権施策の方向性や重要性、人権問題の課題解決に向
けた取り組みについて 人権政策課

米子市の人権教育 「米子市人権教育推進プラン」をもとにした人権問題
解決に向けた取り組み 人権政策課

男女共同参画社会 男女共同参画社会と米子市の施策展開 男 女 共 同
参画推進室

情報公開制度 情報公開制度のしくみや利用の方法 総 務 課

個人情報保護制度 米子市が保有する個人情報の保護のしくみ 総 務 課

環 境 アジェンダ 21よなご 地球環境は足元から
・・・21世紀に向けた具体的取り組み 環境政策課

循環型社会を構築するために 地球環境問題の現状・ごみ分別の仕方・環境家計簿の
記入の仕方・本市の環境施策等 環境政策課

ごみの分別収集 混ぜればごみ、分ければ資源
・・・分別収集施策の説明、分別方法の説明など 環境政策課

米子市クリーンセンター ゴミ量の推移や施設の概要と特徴 環境事業課

家庭でできる生活排水対策 守ろう豊かな水辺や川や湖
・・・市の生活排水対策や家庭で出来る排水対策 環境政策課

下水道事業の概要など 下水道きれいな水のかえりみち
・・・下水道事業全般の説明

下 水 道 部
計 画 課

米子市の水道事業 水道事業の概要や現在取り組んでいること、今後の課
題について

水 道 局
計 画 課

健康・
福祉

国民健康保険のしくみ 国保で守るみんなの健康
・・・国民健康保険の目的やしくみ 保 険 課

国民年金 国民年金の概要、各種手続の仕方など 市 民 課

米子市の保健事業 みんなそろって元気組
・・・母子保健・老人保健事業の内容 健康対策課

高齢者福祉と介護保険 住みなれた地域で自立して生活するために
・・・福祉サービスの利用方法、制度の概要 長寿社会課

子育て支援 楽しい子育て応援します。
・・・米子市の子育て施策の説明 児童家庭課

乳がん自己触診のすすめ 乳がんの早期発見・早期治療のため乳がんの自己触診
の方法を学びます。 健康対策課

障がい者施策 障がいのある人たちの自立と社会参加に向けて
・・・米子市の障がい者施策の概要 障がい者支援課

障害者自立支援法 障がいのある人が地域で安心して暮らせる社会の実現
をめざす障害者自立支援法 障がい者支援課

みんなですすめるバリアフリー 「鳥取県福祉のまちづくり条例」を中心にしたバリア
フリーの取組について 障がい者支援課

バリアフリーの建物 公共施設などのバリアフリーの設計 建 築 課

出張説明 ふれあい説明会
　米子市では、市民の皆さんに市の制度や事業などへの理解を深めていただくために、出張
説明「ふれあい説明会」を実施しています ｡市政について聞きたいことや知りたいことを、
職員が出向いて説明をします ｡
　自治会、団体、グループなどの研修会をはじめ、中学生、高校生の皆さんからの要望にも
お答えします。たくさんのお申し込みをお待ちしています ｡
■申込・問い合わせ　市民参画課広報広聴室（☎２３－５３７２）
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テ ー マ 内　　　　容 担 当 課

行財政 米子市いきいきプラン 市政運営の指針、新米子市総合計画（米子いきいきプラン）の
概要 企 画 課

米子市の予算 平成 18年度予算の内容や決算から見る米子市の台所状況 財 政 課

市税アラカルト 市税のすべてがわかります・・・市税のしくみや今後の行方 課 税 課

米子市の行財政改革に
ついて

新たな行財政システムの創造に向けた、行財政改革の取り組
み 行政改革推進室

まち
づくり

米子市の都市計画 都市計画の土地利用計画制度のしくみと米子市の指定概要 都市計画課

米子市都市計画マス
タープラン まちづくりの方針を定めた米子市の都市計画の総合的な指針 都市計画課

米子市景観形成条例 米子市景観形成条例のあらましと景観形成の米子市独自
の取り組み 都市計画課

都市公園の利用 公園利用の手続、公園づくりの手法と米子市の取り組み 都市整備課

中心市街地の活性化 にぎわいのあるまちづくりに向けて 商 工 課

米子市行造林事業 森を守る・・・豊かな国土の保全の取り組み 耕 地 課

市民農園 市民農園の概要と開設の方法 農 政 課

農用地の利用権設定 安定的な農業経営、農用地の利用集積の手順（農地所有者向け） 農 政 課

認定農業者制度 応援します！がんばる農業者
・・・認定農業者制度の概要と米子市の状況 農 政 課

まちの
情報

よなご今昔物語 ほうきの国よなご　～古代から現代までの歴史のはなし～ 文 化 課

米子の史跡 米子を代表する史跡から地域に埋もれている史跡まで 文 化 課

米子の文化財 米子を代表する文化財あれこれ 文 化 課

米子市の国際交流 国際社会の中の "YONAGO" づくり
・・・国際交流事業や地域国際化事業 市民参画課

米子市の観光 おもしろ米子聞きほうだい
・・・米子市の観光行政からイベントの中身まで 観 光 課

データ米子 ①統計調査の意義と重要性　②国の統計調査の仕組み
③米子の統計データの使われ方 企 画 課

安心・
安全

自主防災組織 災害に強いまちづくり・・・自主防災組織の必要性とその機能 総 務 課

米子市安心・安全情報
ネットワーク 米子市安心・安全情報ネットワークのしくみと利用方法 総 務 課

応急手当 AED（自動体外式除細動器）を含む応急手当の必要性について 消 防 局
警 防 課

防火防災研修会 火災時の初期対応や防災活動の実践方法など 消 防 局
警 防 課

消費生活の安定と向上 米子市の消費生活行政の展開とその思想 市民参画課

ご利用にあたって…
◆参加者が 15人以上の自治会、団体、グループの研修会などに出向きます ｡説明にかかる時間は 50～ 90分程度です。
◆説明のテーマは「テーマ一覧」から選んでください。
◆日程調整が必要ですので、希望日の２週間前までにお申し込みください。
◆平日・休日、夜間も出向きます。（中高生の場合は午後５時までに終了します）
◆説明する会場は、主催者の方で確保、運営をお願いします。
※会場に米子市民交流広場（米子駅前サティ４階）もご利用ください。
　（市民交流広場利用受付…米子市男女共同参画センター　☎３１－１５９１）

ふ
れ
あ
い
説
明
会



市営葬儀事業を廃止し、
新たに葬祭助成事業を始めます

協力事業者（葬祭事業者）を募集します
～葬祭助成制度に協力し、低廉な葬儀をご提供いただける葬祭事業者を募集します～

■協力事業者の要件　・市内に主な事業所・事務所を有すること。
　　　　　　　　　　・市内で引き続き３年以上葬祭業を営んでいること。
　　　　　　　　　　・市県民税、消費税、地方消費税を滞納していないこと。
　　　　　　　　　　・一般競争入札参加者の欠格条項に該当しないこと。
※募集説明会を９月11日に行ないます。応募方法、募集説明会など、くわしくは、市民課庶務係までお問い合わせください。
■応募・問い合わせ　市民課庶務係（☎２３－５１４１）

◆葬祭助成事業の開始
　市営葬儀事業の廃止に伴い、11月から新たに、葬儀を執り行なうことが困難な方を対象に、葬祭費用の
一部を助成する事業を始めます。
■実 施 期 間　平成 18年 11月１日～平成 22年３月 31日まで
■助成対象者　市が指定する協力事業者（葬祭事業者）に依頼して、自宅、寺院、地域の集会所などで　
　　　　　　　137,000 円以下の葬儀を執り行なう方。
　　　　　　　※協力事業者は、「広報よなご」11月号で紹介します。
■助成の要件　１　葬儀を執り行なう方、または亡くなられた方が市内に住所を有すること。
　　　　　　　２　次の方すべてが市県民税非課税であること。
　　　　　　　　　・亡くなられた方
　　　　　　　　　・葬儀を執り行なう方
　　　　　　　　　・葬儀を執り行なう方と同一世帯の方
　　　　　　　　　・葬儀を執り行なう方を扶養している方
　　　　　　　　　・葬儀を執り行なう方と同一生計の方
■助 成 額　対象葬儀支払額の３分の１（100円未満切り捨て）、限度額　45,600 円

■助成金が交付されるまでの流れ

注①…協力事業者を選択します。
　　　必ず事前に、「葬祭助成制度を利用したい」と事業者に伝えてください。
注②…領収書と明細書を添えて市に申請してください。
注③…申請内容を審査し、助成金を交付します。

◆市営葬儀事業の廃止
　葬儀の多様化や社会情勢の変化などにより市営葬儀の利用が年々減少しています。米子市では、市営葬
儀事業のあり方について検討を重ねた結果、10月 31日で市営葬儀事業を廃止することにしました。
　昭和 24年以来 57年間、長らくのご利用まことにありがとうございました。
■市営葬儀事業の廃止日　平成 18年 10月 31日
＊葬儀が廃止日までに完了するものについては、これまでどおり葬儀を請け負います。
■葬儀のお申込み　市営葬儀事務所（☎２２－５３２２）

協力事業者へ
葬儀を申込む

協力事業者へ葬儀
代金を全額支払う

市へ助成金の
申請をする 助成金の交付死

亡
葬
儀

■問い合わせ　市民課庶務係（☎２３－５１４１）



米子市まちづくり活動支援交付金事業
今年度の交付事業が決まりました

　市内で活動する団体が、地域の課題の解決や、よりよい市民生活の実現
のために、創意工夫して行なう活動を支援する「米子市まちづくり活動支
援交付金」の交付事業が決まりました。
　申請のあった 12団体から事業内容についての説明発表会を、７月６日（木）に開催し、審査委員がそれ
ぞれの事業を、「公益性」・「継続性」などの審査項目ごとに評価しました。その審査報告をもとに、今年度
交付する 10事業を決定しましたのでお知らせします。

■問い合わせ　市民参画課協働推進室（☎２３－５３７５）

（単位：円）
団 体 名 事 業 名 事 業 概 要 事 業 費 交付決定額

小波上自治会
小波上地区集落内

環境整備事業

住みやすい地域集落の環境を作るため、
自治会住民が集落内の竹林整備、道路両
脇の樹木伐採、河川及び道路清掃等を行
なう。

350,000 200,000

緑ヶ丘グリーンハイツ
防犯・環境対策委員会

地域の防犯・防災
普及事業

防犯・防災に対する意識の高揚のため、青色
回転灯をつけた車や防犯ステッカーをつけた
車による防犯活動と安全対策を呼びかけるパ
レードを年数回実施する。

300,000 200,000

五千石地区
青少年育成会

五千石地域安心・安全
マップ作成事業

地域の危険な場所等を調査し、安心・安全マッ
プを作成することで、地域住民や子どもたち
の安心・安全なまちづくりに対する意識の高
揚を図る。

339,000 200,000

箕蚊屋中学校区
地域安全推進連絡会

箕蚊屋中学校区地域
安全活動事業

犯罪や事故等のない住みよい地域社会を目指
して、事故や犯罪から住民を守るため、防犯
看板の設置、地区内安全地図の作成、青パト
等でのパトロール、防犯講習会等を開催し、
自主防犯意識の普及等を図る。

368,666 200,000

米子市ボランティア
協議会

やる気を育てる
ボランティア研修会

ボランティアのやる気や自主性を高め、米子
のボランティア活動を活気づかせるための研
修会を開催する。

220,000 144,000

ゴスペルオーブ
ゴスペル　トレイン　
～しあわせ列車が

やってくる～事業

月１、２回程度、さまざまな施設等を訪問し
ゴスペルコンサートを開催。また 12月にはク
リスマスコンサートを主催し、音楽活動をと
おして温かい人間関係づくりを実践する。

300,000 200,000

子育てをよくする会
「子育て支援ネット」

子育てを
地域社会で深める事業

子育ての理解者の協力を地域で広げ、支援者
のスキルアップと支援者のリーダーシップに
より地域社会の活性化を深めるため、研修会、
講演会を開催する。

339,000 200,000

わだつみパトロール隊 わだつみパトロール隊
地区内の防犯活動として、小学生の登下校時
の見守り、毎月第１、第３月曜日の夜間に４
班が地区内をパトロールする。

188,700 122,000

崎津児童クラブ
設置推進保護者会

さきつっ子くらぶ
(自主運営学童保育

保護者会）

保育が必要とされる小学校児童に対し、学童
保育の自主開設とボランティアの確保を図
る。

430,000 200,000

河崎地域
安全パトロール隊

河崎地域
パトロール事業

地域内の住民の安全と安心を確保し、住民の
防犯意識を醸成し、自主防犯活動を促すため、
パトロール、防犯講習会、防犯マップ作り等
を行う。

150,000 100,000

※順番は、申請書受理順



７月29日（土）・30日（日）第33回米子がいな祭開催 !
　初日は空模様をながめながらのオープニングでしたが、午
後からは、不安を吹き飛ばすほどのやんちゃＹＯＳＡＫＯＩ・
がいな万灯の熱気であふれました。
　今年は、高知から昨年の高知よさこい祭で米子市長賞を受
賞した平均年齢 65歳の「ルアナと楽しい仲間たち」の皆さん、
また、米子市と災害時相互応援協定を結んだ徳島県阿南市か
ら「ささゆり連」の皆さんに参加していただき、本場の阿波
踊りなどを楽しむことができました。
　祭の最後は、大花火大会。今年も、皆さんからの募金で、3,000
連発を含む 7,000 発の花火が打ち上げられ、フィナーレは、
尺玉 33連発が錦海の夜空を彩りました。
◆やんちゃYOSAKOI 結果
　（一般の部）　グランプリ　眞

ま ほ ら の

秀羅乃幻
げんえい

影
　（子どもの部）　グランプリ　ＪＳＳ米子♡

ラブ

Ｐｅａｃｅ
◆第 21回万灯パレード結果
　（ 団 体 ）　優勝　王子製紙万灯チーム
　（子ども万灯）　優勝　尚徳子ども万灯

　真夏の２大イベント「第 26回全日本トライアスロン皆生大
会」と「第 33回米子がいな祭」は、大盛況のうちに無事終了
することができました。
　これもひとえに、市民の皆さんをはじめ、周辺市町村並び
に関係各位の絶大なるご支援、ご協力のたまものと心から感
謝申し上げます。
　今後とも、一層のご支援、ご協力をたまわりますようお願
い申し上げ、お礼の言葉といたします。

米子市長

米 子 が い な 祭米 子 が い な 祭



全日本トライアスロン皆生大会全日本トライアスロン皆生大会
激しい豪雨の中、藤

ふ じ は ら

原裕
ゆ う じ

司選手（栃木県）が５年ぶり５回目の総合優勝、
女子の部は、堀

ほ り

陽
よ う こ

子選手（神奈川県）が４年ぶり４回目の栄冠

　第 26回全日本トライアスロン皆生大会は７月 16日（日）、国内トライアスロン
発祥の地・皆生温泉を主会場に、769人の選手が参加して開催されました。
穏やかな天候の下、日野川河口から一斉にスタート。梅雨前線の影響で昼ごろから
は豪雨の中でのレースとなりましたが、夕方には雨も上がり、約 3,000 人のボラ
ンティアのサポートと沿道の多くの人々の声援を背に、190.195km先のフィニッ
シュテープを目指しました。
　レースの結果、藤原裕司選手（栃木県）が８時間５分 17秒で５年ぶり５回目の
優勝を飾り、皆生大会最多優勝記録を更新するとともに、女子の部は堀陽子選手（神
奈川県）が９時間９分 38秒のタイムで４年ぶり４回目の栄冠を手中に収めました。

◆男子成績　　　　　　　　　　　　　◆女子成績
１位　藤原　裕司（栃木県）42才　　１位　堀　　陽子（神奈川県）38才 　
２位　松下　篤史（大阪府）33才　　２位　渡辺亜希子（栃木県）29 才
３位　三木　邦彦（兵庫県）25才　　３位　岡　　華奈（香川県）32 才

（敬称略）



情報クローズアップ
　

平
成
12
年
に
社
会
福
祉
法
が
改
正
さ

れ
、「
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
」・「
地

域
福
祉
の
推
進
」が
明
記
さ
れ
て
以
降
、

米
子
市
で
は
、
平
成
15
年
に
施
行
さ
れ

た
同
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
福
祉

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
福
祉
」
と
は
、
年
齢
・
性
別
・
障

が
い
の
有
無
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て

の
人
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
考

え
、
共
に
支
え
合
え
る
地
域
社
会
づ
く
り

を
意
味
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
・

協
力
の
も
と
、
地
域
福
祉
計
画
策
定
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
議
、
地
域
福
祉
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
、
地
域
懇
談
会
を
実
施

し
、
平
成
18
年
２
月
以
降
、
地
域
福
祉

計
画
策
定
委
員
会
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
基
に
計
画
案
の
審
議
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
最
終
計
画
案
の
策
定
に
あ
た

り
、
再
度
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

■
計
画
案
の
閲
覧
場
所

・
長
寿
社
会
課
（
米
子
市
役
所
１
階
）

・
福
祉
保
健
課
（
淀
江
支
所
１
階
）

・
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
（
米
子
市
公
会
堂
内
）

・「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
１
階
受
付

・
公
民
館
、
分
館

・
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
意
見
の
応
募
方
法

　

ご
意
見
は
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先

を
明
記
の
上
、
30
日
㈯
ま
で
に
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、「
地
域
福
祉

計
画
意
見
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

・
各
閲
覧
場
所
に
あ
る
意
見
箱
へ
投
函

・
長
寿
社
会
課
へ
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

　

Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募

　

な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見

は
、
そ
れ
に
対
す
る
地
域
福
祉
計
画

策
定
委
員
会
の
考
え
方
を
整
理
し
て

公
表
し
ま
す
が
、
個
別
の
回
答
は
し

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
６
８
３―

８
６
８
６

加
茂
町
１―

１　

長
寿
社
会
課

（
☎
23―

５
１
３
６
）

Ｆ
Ａ
Ｘ　

23―

５
０
１
２

Ｅ
メ
ー
ル　

choju@
yonago-city.jp

米
子
市
地
域
福
祉
計
画
案
に
対
す
る

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

「
裁
判
員
制
度
」

　

皆
さ
ん
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る

「
裁
判
員
制
度
」
が
、
平
成
21
年
５
月

ま
で
に
始
ま
り
ま
す
。

　

選
挙
権
の
あ
る
20
歳
以
上
の
方
は
、

原
則
、
誰
で
も
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

検
察
庁
で
は
、
裁
判
所
及
び
弁
護
士

会
と
連
携
し
、
こ
の
制
度
を
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
、
学
校
、
職
場
、
自
治
会

等
へ
の
講
師
の
派
遣
、
広
報
ビ
デ
オ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
裁
判
員
制
度―

も
し
も
あ
な

た
が
選
ば
れ
た
ら―

」（
中
村
雅
俊
監

督
・
出
演
）の
無
料
貸
出
な
ど
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　

私
の
視
点
、
私
の
感
覚
、

私
の
言
葉
で
参
加
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

鳥
取
地
方
検
察
庁　

企
画
調
査
課

（
☎
０
８
５
７―
22―

４
１
７
４
）

「
検
察
審
査
会
」

　

検
察
審
査
会
制
度
は
、
検
察
官
が

被
疑
者
（
犯
人
と
思
わ
れ
る
人
）
を
裁

判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処

分
）
の
よ
し
あ
し
を
、
国
民
の
中
か
ら

く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員

が
審
査
す
る
制
度
で
す
。
皆
さ
ん
の
一

般
的
な
良
識
を
検
察
官
の
仕
事
に
反
映

さ
せ
、
よ
り
よ
い
刑
事
司
法
を
実
現
す

る
た
め
、
検
察
審
査
会
法
に
よ
り
設
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

あ
な
た
も
い
つ
か
検
察
審
査
員
に

選
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
選
ば
れ
た
場
合
は
、
こ
の
仕
事
に

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

検
察
審
査
会
制
度
に
つ
い
て
、
く
わ

し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
米
子

検
察
審
査
会
事
務
局
ま
で
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ

米
子
検
察
審
査
会
事
務
局

（
☎
22―

２
２
０
５
）

ご
存
知
で
す
か
?

「
裁
判
員
制
度
」　
「
検
察
審
査
会
」



情報クローズアップ
　

平
成
19
年
４
月
か
ら
次
の
公
の
施
設

の
管
理
を
民
間
事
業
者
等
に
行
わ
せ
る

た
め
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
指
定
管

理
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
は
、
応
募
が
あ
っ
た
民
間
事
業
者

等
の
う
ち
か
ら
指
定
管
理
者
の
候
補
者

を
選
定
し
、
指
定
管
理
者
候
補
者
選
定

委
員
会
の
審
議
、
市
議
会
の
議
決
を
経

て
指
定
管
理
者
に
指
定
し
ま
す
。

　

募
集
の
詳
細
・
応
募
の
手
続
き
に
つ

い
て
は
、「
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

と
各
施
設
の
担
当
課
で
配
布
し
て
い
る

募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
募
集
す
る
施
設

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◆
指
定
の
期
間

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
５
年
間

◆
担
当
課

　

商
工
課
（
☎
23―

５
２
１
６
）

●
体
育
施
設

　

市
民
体
育
館
、
地
区
体
育
館
、

　

弓
道
場
、
武
道
館
、

　

東
山
公
園
合
宿
所
ほ
か

◆
指
定
の
期
間

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
４
年
間

◆
担
当
課

　

体
育
課
（
☎
23―
５
４
２
６
）

■
応
募
期
限

　

19
日
（
火
）

■
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　

法
人
そ
の
他
の
団
体

※
個
人
は
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

行
政
改
革
推
進
室

　
（
☎
23―

５
３
０
７
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

米子市防災訓練を行ないます
　鳥取県西部地震６周年を迎える 10月６日（金）の午前９時 30分から、「米子市防災訓練」を実施します。
　今回の訓練は、米子市、鳥取県西部広域行政管理組合消防局、米子市消防団などの防災関係機関をはじめ、会
場となる小学校の教職員と児童、校区内の自治会などからの参加を予定しており、住民参加型の訓練を計画して
います。
　災害は、いつ、どこで発生するかわかりません。日頃から防災に対する意識を持っておくことが大切です。
　この機会に、今一度防災に関する知識を深めましょう。

■訓練用の被害想定
　平成 18年 10月６日（金）午前９時 30分、鳥取県西部で震度６強（マグニチュード 7.3）の地震が発生した。
　このため、家屋等が倒壊し、各所に火災が発生し、通信・電力・水道・ガス等の公共施設は各所で寸断され、
米子市を中心に鳥取県西部全域にわたり甚大な被害が生じている模様。
　また、大阪管区気象台は、鳥取県沿岸には津波の心配はないとの情報を発表。
■訓練会場　　福生西小学校、和田小学校
■訓練情報等の伝達
　今回の訓練では、訓練会場となる小学校の校区内の皆さんへ、避難に関する情報などを防災行政無線、広報車
を使用してお知らせします。実際の災害情報とお間違えにならないようお願いします。
■その他
　訓練にご参加いただくのは、会場となる校区内の方を予定しています。
　見学は自由ですが、駐車スペースがありませんので、自動車などでのご来場はご遠慮ください。
■問い合わせ　総務課危機管理室（☎２３－５３３７）



　　

写真家　　―　高
た か ぎ

木虹
こ う ろ う

朗 　―

連
携
を
図
り
な
が
ら
施
策
を
推
進
し
て

い
く
と
と
も
に
、
外
国
人
に
対
す
る
差

別
や
偏
見
を
解
消
す
る
た
め
の
啓
発
に

努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

注
１
…
識
字･

日
本
語
教
室

　

米
子
市
内
と
そ
の
周
辺
で
生
活
す
る

外
国
人
を
対
象
と
し
た
日
本
語
教
室
。

米
子
市
内
の
隣
保
館
で
開
催
し
て
い
ま

す
。

注
２
…
多
文
化
共
生
社
会

　

国
籍
や
民
族
な
ど
が
異
な
る
人
々

が
、
言
葉
や
文
化
、
価
値
観
な
ど
違

い
を
互
い
に
理
解
し
合
い
、
共
に
支
え

合
っ
て
生
き
て
い
け
る
社
会
。

【
基
本
方
針
】

○
地
域
に
お
け
る
国
際
理
解
の
推
進

　

人
種
や
民
族
、
宗
教
、
生
活
習
慣
な

ど
の
違
い
に
よ
る
差
別
や
偏
見
を
解
消

す
る
た
め
の
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、

地
域
の
国
際
化
に
向
け
て
国
際
交
流
、

国
際
理
解
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

○
外
国
人
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

　

環
境
づ
く
り 

　

外
国
人
か
ら
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら

各
種
団
体
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
、
生
活
情
報
の
提
供
、
相
談
体
制
の

整
備
な
ど
、
外
国
人
が
市
民
の
一
人
と

し
て
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

■問い合わせ　人権政策課（☎２３－５４１５）

【
現
状
と
課
題
】

　

国
際
化
が
進
む
中
、
地
域
や
学
校
、

職
場
な
ど
で
外
国
人
と
接
す
る
機
会
が

日
常
的
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
文
化
や

生
活
習
慣
な
ど
の
違
い
に
よ
っ
て
お
互

い
の
理
解
が
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
、

外
国
人
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
３
月
現
在
、
米
子
市
に
は

約
１
４
０
０
人
（
人
口
の
約
０
・
９
％
）

の
外
国
籍
者
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
約
半
数
が
在
日
コ
リ
ア
ン
（
在

日
韓
国
・
朝
鮮
人
）
で
す
。
ま
た
近
年

で
は
、
留
学
、
就
労
な
ど
で
入
国
し
た

り
、
日
本
人
と
結
婚
し
て
日
本
で
生
活

す
る
中
国
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の
人
な

ど
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
々

に
対
す
る
差
別
や
偏
見
が
今
も
社
会
の

中
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

米
子
市
で
は
、市
民
向
け
語
学
講
座
、

国
際
理
解
講
座
な
ど
、
地
域
に
お
け
る

国
際
化
へ
の
取
り
組
み
や
、
外
国
人
を

対
象
と
し
た
識
字･

日
本
語
教
室
（
注

１
）
な
ど
、
外
国
人
が
暮
ら
し
や
す
い

環
境
を
つ
く
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
後
も
多
文
化
共
生
社
会
（
注

２
）
の
実
現
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と

　左の頬に貼られたガーゼが何とも痛々しい、不機嫌な少女の表情が印象的なこの

作品は、高木の長女淳子をモデルに撮影されたものです。その年の６月に開催され

た「中国写真家集団第４回東京展覧会」出品作６点のうちの１点です。また、昨年

開催した特別展「奈
な ら

良美
よしとも

智展」で奈良自らが当館所蔵作品から選び、会場内に展示

した４点のうちの１点ですので、ご覧になった方もいらっしゃることでしょう。

　少女の眼差しは、世の中のすべてを見透かしているかのように真っ直ぐにこちら

に向けられています。真一文字に閉じている口元は、感じたことを、うまく表現で

きないもどかしさに、いらだっているようでもあります。頬にあてがわれたガーゼ

で隠された傷は、繊細で傷つきやすい少女の心を象徴しているようで、この作品の

前に立つと上手に愛想笑いもできなかった、そんなもどかしかった子ども時代が思

いだされます。

　この作品は９月 10日から開催される常設展「アートのなかの子どもたち」でご

覧いただけます。

　　　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）

URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa

高木虹朗　「病める少女」　1940 年
29.4 × 25.1 ㎝

米
子
市
人
権
施
策
基
本
方
針

（
外
国
人
に
関
す
る
人
権
施
策
編
）



（
米
子
駅
前
サ
テ
ィ
４
階
）

問
い
合
わ
せ

市
民
参
画
課
（
☎
23―

５
３
７
３
）

職
場
の
労
働
関
係
無
料
相
談
会

　

解
雇
・
配
転
・
賃
金
・
時
間
外
労
働

な
ど
、
個
別
的
な
労
働
関
係
全
般
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
事
前
に
電
話
予
約
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

と

き　

24
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル
2
階
和
室

問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
労
働
委
員
会　

審
査
調
整
課

（
☎
０
８
５
７―
26―

７
５
６
０
）

相
談
会
当
日
の
問
い
合
わ
せ　

（
☎
０
９
０―

７
７
７
８―

２
１
０
９
）

不
動
産
無
料
相
談
会

　

不
動
産
取
引
全
般
に
関
す
る
無
料
相

談
を
行
な
い
ま
す
。

と

き　

20
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所

　
　
　
　

新
館
２
階
15
号
室
（
糀
町
）

問
い
合
わ
せ

㈳
全
日
本
不
動
産
協
会
鳥
取
県
本
部

（
☎
０
８
５
７―

29―

５
４
１
１
）

「
法
の
日
」
週
間
行
事
の
お
知
ら
せ

　

10
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。
裁

判
所
、
法
務
省
、
弁
護
士
会
で
は
、
10

月
１
日
か
ら
の
１
週
間
を
「
法
の
日
」

週
間
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行
な

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
法
律
相
談
（
鳥
取
県
弁
護
士
会
）

と

き　

10
月
３
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
　
　
　

米
子
支
部
（
西
町
62
番
地
）

定

員　

25
人
程
度
（
当
日
受
付
順
）

問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
弁
護
士
会

（
☎
０
８
５
７―

22―

３
９
１
２
）

相
談
当
日
の
問
い
合
わ
せ

鳥
取
地
方
裁
判
所
米
子
支
部

（
☎
22―

２
２
０
５
）

●
法
務
行
政
相
談（
鳥
取
地
方
法
務
局
）

　

登
記
、
戸
籍
、
国
籍
、
供
託
、
人
権

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と

き　

10
月
２
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
か
ぷ
り
あ
」

（
米
子
駅
前
サ
テ
ィ
４
階
）

問
い
合
わ
せ

鳥
取
地
方
法
務
局
総
務
課

（
☎
０
８
５
７―

22―
２
２
９
１
）

●
裁
判
傍
聴
・
裁
判
所
見
学
会

　

裁
判
の
傍
聴
や
鳥
取
地
方
・
家
庭
裁

判
所
の
施
設
内
を
ご
案
内
し
ま
す
。

と

き　

10
月
６
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
　
　
　

米
子
支
部
（
西
町
62
番
地
）

定

員　

30
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

申
込
方
法

10
月
５
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
電
話
の
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30

　

分
〜
午
後
５
時
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

鳥
取
地
方
裁
判
所
米
子
支
部

（
☎
22―

２
２
０
５
）

●
講
師
を
派
遣
し
ま
す

　
「
法
の
日
」
週
間
中
に
限
ら
ず
、
裁

判
官
や
裁
判
所
職
員
を
講
師
と
し
て
派

遣
し
ま
す
。

対

象　

学
校
や
自
治
会
な
ど
の
団
体

※
講
座
内
容
、
申
込
方
法
な
ど
、
く
わ

　

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

鳥
取
地
方
裁
判
所
総
務
課

（
☎
０
８
５
７―

22―

２
１
７
１
）

米
子
合
同
行
政
相
談

　

国
、
県
、
市
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て

の
相
談
や
、
日
常
生
活
の
困
り
ご
と
等

に
関
す
る
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。
弁

護
士
、
司
法
書
士
に
よ
る
相
談
は
先
着

順
で
す
。
相
談
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

　

相
談
に
応
じ
る
の
は
、
法
務
局
、
人

権
擁
護
委
員
、
国
税
局
、
社
会
保
険
事

務
局
、
労
働
局
、
鳥
取
県
、
米
子
市
、

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
行
政
相
談
委
員
、
行
政
評
価
事
務

所
で
す
。

と

き　

10
月
６
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」（
錦
町
）

問
い
合
わ
せ

鳥
取
行
政
評
価
事
務
所　

行
政
相
談
課

（
☎
０
８
５
７―

24―

５
５
４
２
）

人
権
・
行
政
相
談

　

人
権
擁
護
委
員
と
行
政
相
談
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。（
予
約
不
要
）

と　

き　

5
日
㈫
、
15
日
㈮
、
25
日
㈪

※
い
ず
れ
も
午
後
1
時
〜
４
時

と
こ
ろ

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
か
ぷ
り
あ
」

今
月
の
納
期
・
・
・
国
民
健
康
保
険
料
３
期　

介
護
保
険
料
３
期　
　

※
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う



法
律
相
談

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会
が
、
簡
易
裁

判
所
訴
訟
代
理
、
裁
判
外
の
和
解
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
等
に
よ
る

多
重
債
務
、
相
続
・
売
買
等
の
不

動
産
登
記
、
会
社
設
立
・
役
員
変

更
等
の
商
業
登
記
、
高
齢
者
の
財

産
管
理
・
成
年
後
見
等
司
法
書
士

の
業
務
に
関
す
る
相
談
に
無
料
で

応
じ
ま
す
。

と

き　

10
月
４
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル
１
階
展
示
室

問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
８
５
７―

24―

７
０
１
３
）

第
27
回
米
子
市
福
祉
の
集
い

　

心
身
障
が
い
者
・
障
が
い
児
に
対

す
る
地
域
社
会
の
理
解
と
連
帯
性
を
高

め
、
障
が
い
者
の
福
祉
向
上
を
図
る
た

め
に
福
祉
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

　

作
品
即
売
コ
ー
ナ
ー
・
模
擬
店
コ
ー

ナ
ー
・
牛
乳
な
ど
の
飲
み
物
コ
ー

ナ
ー
・
非
常
用
食
料
の
調
理
実
演
コ
ー

ナ
ー
、
演
芸
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
ジ
ャ

ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
・
合
唱
な
ど
内
容
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

と

き　

24
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

湊
山
公
園
・
自
由
広
場

※
雨
天
の
場
合
は
、
米
子
市
民
体
育
館

問
い
合
わ
せ

障
が
い
者
支
援
課
（
☎
23―

５
１
５
９
）

米
子
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

こ
の
協
議
会
は
、
米
子
市
の
保
健

事
業
に
つ
い
て
意
見
を
聴
く
た
め
の
会

で
、
今
回
募
集
す
る
委
員
の
ほ
か
、
各

種
団
体
の
代
表
者
と
学
識
経
験
者
の
10

名
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

２
時
間
程
度
の
会
議
を
平
日
の
日
中

に
年
１
回
程
度
開
催
し
ま
す
。

募
集
人
員　

２
人

応
募
資
格

平
成
18
年
９
月
１
日
現
在
、
満
20
歳
以

上
の
方
で
、市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方

応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
に｢

健
康
づ
く
り｣

に
つ
い
て
の
考
え
を
８
０
０
字
程
度
に

ま
と
め
た
も
の
を
添
え
て
、
郵
便
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

22
日
㈮
必
着

選
考
方
法　

応
募
書
類
を
も
と
に
、

　
　
　
　
　

書
類
選
考
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
６
８
３―

０
８
１
１

錦
町
１
丁
目
１
３
９―

３

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
３
階

健
康
対
策
課
庶
務
係

（
☎
23―

５
４
５
１
）

各
種
自
衛
官
募
集
し
ま
す

　

防
衛
庁
で
は
、
各
種
自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地
域
事

務
所
、
ま
た
は
市
役
所
総
務
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
看
護
学
生

▼
防
衛
大
学
校
学
生

▼
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所

（
☎
33―

２
４
４
０
）

市
役
所
総
務
課

（
☎
23―

５
３
３
１
）

よ
な
GO
集
団
体
操

〜
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
〜

　

身
体
機
能
の
維
持
・
向
上
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
仲
間
づ
く
り
に
つ
な
が

る
こ
と
を
目
標
に
行
な
い
ま
す
。

と

き　

12
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

湊
山
体
育
館

対

象　

65
歳
以
上
の
方

10
月
１
日
〜
７
日
は
公
証
週
間
で
す　

〜
大
切
な
契
約
や
遺
言
は
公
正
証
書
で
〜　

米
子
公
証
役
場
（
☎
32―

３
３
９
９
）

内

容　

家
で
で
き
る
簡
単
な
体
操
、

　
　
　
　

ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23―

５
１
５
６
）

認
知
症
高
齢
者
見
守
り
支
援
員

養
成
研
修
会
の
研
修
生
募
集

　

認
知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

家
族
に
代
わ
っ
て
、
見
守
り
を
行
な

う｢

見
守
り
支
援
員｣

の
養
成
研
修
を

行
い
ま
す
。
参
加
無
料
で
す
。

　

研
修
終
了
後
は
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。

と

き　

10
月
16
日
㈪
、
11
月
6
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分

※
こ
の
ほ
か
、
11
月
13
日
㈪
〜
24
日
㈮

　

の
期
間
の
う
ち
1
日
、
見
学
実
習
を

　

行
な
い
ま
す
。

と
こ
ろ　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」（
錦
町
）

対

象

20
歳
以
上
で
全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

定

員　

30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

30
日
㈯

申
込
・
問
い
合
わ
せ

（
社
福
）
地ま

ち域
で
く
ら
す
会

（
☎
35―

５
６
４
７
）



１
日
介
護
入
門
講
座

　

介
護
の
基
本
的
な
知
識
、
技
術
が
習

得
で
き
ま
す
。
ど
な
た
で
も
受
講
で
き

ま
す
。

と

き　

10
月
３
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

中
国
電
力
（
加
茂
町
）

内

容　

実
習
…
生
活
習
慣
病
予
防
の

　
　
　
　

食
事
の
ポ
イ
ン
ト

受
講
料　

１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

西
部
地
域
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー

（
☎
23―

５
４
７
０
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
23―

５
０
１
８
）

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

と

き

10
月
８
日
㈰

午
前
８
時
20
分
米
子
駅
集
合
、

８
時
37
分
発
（
出
雲
市
駅
下
車
）

行
き
先

出
雲
方
面
（
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
・
出
雲

大
社
ほ
か
・
歩
く
距
離
約
12
㎞
）

※
弁
当
持
参
、往
復
運
賃
２
６
１
０
円
、

　

解
散
予
定
午
後
５
時
ご
ろ

問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23―

５
４
２
６
）

親
子
体
力
づ
く
り
大
会

　

親
子
で
一
緒
に
簡
単
な
体
操
、
器
具

体
操
を
し
ま
す
。

と

き　

10
月
９
日
㈪

　
　
　
　

受
付
…
午
前
８
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

対

象　

３
〜
６
歳
児
と
そ
の
保
護
者

申
込
期
限　

29
日
㈮

※
所
定
の
用
紙
で
体
育
課
へ
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
公
民
館
、

　

保
育
園
、
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23―

５
４
２
６
）

東
山
水
泳
場
水
泳
教
室
生
徒
募
集

期

間

●
前
半

10
月
２
日
㈪
〜
12
月
17
日
㈰

●
後
半

平
成
19
年
１
月
6
日
㈯
〜
３
月
20
日
㈫

※
前
半
・
後
半
を
同
時
に
募
集
し
ま
す
。

料

金
（
３
か
月
分
）

４
〜
６
歳
児
…
２
８
９
０
円

小
学
生　
　

…
３
５
２
０
円

成　

人　
　

…
７
１
８
０
円

※
募
集
要
項
は
、
１
日
㈮
か
ら
東
山
水

　

泳
場
で
配
布
し
ま
す
。

国民年金の保険料は、忘れずに納めましょう
便利な口座振替をおすすめします

金融機関等に毎月出かけることがなくなります・・・夜間や土日などしか時間とれない方には便利です。
通帳が家計簿や領収書代わりになります・・・引き落としのときに、「ネンキン」等と記帳されるので整理しやすくなります。
保険料が割引されます・・・通常の口座振替の振替日は翌月末ですが、届出により、当月末日振替にすると毎月 40円の割
　　　　　　　　　　　　引があります。これを「早

はやわり

割」といいます。
※初回のみ２か月分振替させていただきます。
※保険料を一部免除されている方は、早割の対象になりません。
■申込み手続き　社会保険事務所、または口座のある金融機関・郵便局の窓口で手続きを行なっていただくか、申込用紙
　　　　　　　　を社会保険事務所へ郵送してください。
■問い合わせ　　市民課年金係（☎２３－５１４２）・米子社会保険事務所（☎３４－６１１１）

受
付
・
抽
選
日　

23
日
㈯
、
24
日
㈰

※
教
室
に
よ
っ
て
受
付
日
、
時
間
が

　

異
な
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
募
集

　

要
項
を
ご
覧
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

米
子
市
営
東
山
水
泳
場

（
☎
32―

３
０
３
１
）

中
国
語
初
級
講
座

　

初
心
者
の
た
め
の
「
中
国
語
初
級
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

中
国
語
の
講
座
を
通
じ
て
、
中
国
の

文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。　

と

き　

10
月
3
日
㈫
〜
１
月
30
日
㈫

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
４
時

（
原
則
と
し
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チャレンジショップ
「しょいや！」
参加者募集中

　商売を始めてみようとする人が商売の経験を積
みノウハウを習得するための仮店舗「チャレンジ
ショップしょいや！」を本通り商店街に開設して
います。現在、参加者を募集中です。希望される
方や興味のある方は、お問い合わせください。

チャレンジショップ「しょいや !」の概要
◆所在地　紺屋町 27
◆店舗の広さ
　およそ 17㎡～ 27㎡（全 5区画）
◆費用（月額 )
　参加料 (4,100 円～ 6,200 円 ) 及び光熱水費
◆入店期間
　6か月間。さらに６か月間まで延長可能。
◆開店時間
　午前 10時～午後７時　毎週木曜日定休
※その他くわしくは、お気軽にお問い合わせく
　ださい。
■問い合わせ
　米子商工会議所振興課（☎２２－５１３１）
　市役所商工課（☎２３－５２１７）　

 愛称が決まりました !
かぷりあ です。

　米子市男女共同参画センター（米子駅前サティ４階）の
愛称を募集した結果、全国から 18作品のご応募をいただ
きました。ありがとうございました。
　愛称選考委員会で選考した結果、わかりやすい、親しみ
やすいということでかぷりあに決定いたしました。
　今後、米子市男女共同参画センター「かぷりあ」として、
これまで以上に皆さんに身近で親しまれる施設になるよう
努めていきますので、よろしくお願いします。

̶　かぷりあ（Couplia）　̶
　C

カップル

oupl（e）は男女が平等な立場で社会生活に共同で参
画していく。
　また、末尾の ia は逆から読むと ai ＝ I

アイ
となり、私自

身として参画していく、ということを意味しています。

■問い合わせ　男女共同参画推進室（☎２３－５４１８）
　　　

10月１日は
秋の市内一斉清掃です！

　私たちが住むまちの道路や河川、海岸、公共施設などをき
れいにし、快適で住み良いまち
にしましょう。
　くわしくは、各地区の「環境
をよくする会」か、環境政策課
（☎２３－５２５７）まで

秋の全国交通安全運動が始まります !
～事故ゼロへ　心をつなごう　手をつなごう～

　21日（木）～ 30日（土）の 10日間、①子ども・高齢者など、弱い立場の人が、交通事故に遭いにくい環境
をつくる②飲酒運転をなくす③シートベルト、チャイルドシートの着用を徹底する などを目的に、秋の全国
交通安全運動が始まります。
　運動期間中は、市内各所でチラシ、交通安全関連グッズの配付などの運動を展開します。
　皆さん、今一度、交通安全について考えてみましょう。
■問い合わせ　市民参画課（☎２３－５３７１）

悲惨な交通事故を減らすためには・・・
①ドライバーと歩行者が、お互いに交通ルールを守り、交通マナーＵＰを意識する
②シートベルト・チャイルドシートの着用など、自分の身は自分で守ることを常に意識する



米子市営住宅入居者を募集します
■所在地、戸数、規格、家賃

■入居者の資格
●市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる人。
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事実
上婚姻関係と同様の事情にある人や婚約者を含む）がある人（単
身向住宅を除く）。ただし、生年月日が昭和 31年４月１日以前
の人等は、単身でのお申込みが可能です。
●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合うこと。
●現に、住宅に困窮していることが明らかな人。
■申込受付期間・場所
１日（金）～ 11日（月）　ただし、土・日を除きます。
市役所建築課（本庁舎２階）、淀江支所地域整備課
■申込に必要な書類
住宅申込書、収入に関する証明書、住民票（世帯全員のもの。外
国人の場合は、外国人登録法第４条第１項の登録を受けているこ
とを証明する書類）。その他、お申込み理由により添付書類が必
要となる場合があります。
＜住宅申込書などは建築課、淀江支所地域整備課にあります＞
■入居選考方法　15日（金）公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　10月１日（日）
※次回の市営住宅入居者募集期間は10月２日～11日の予定です。
■問い合わせ　建築課（☎２３－５２６３）
特定公共賃貸住宅（陰田町・3LDK・家賃月額69,000円）の
募集もしています。くわしくは建築課までお問い合わせください。

～市営住宅入居の制限のお知らせ～
　米子市の行政サービス利用制限措置として、市税の滞納がある
方は、原則、市営住宅への入居ができません。

住宅名 所在地
空家番号

構造 間取り 家賃月額 建築
年度棟 号

河 崎
住 宅 河 崎 56 簡易耐火

２ 階 建 ３DK 13,800
～ 22,800 Ｓ 46

西福原
住 宅

西福原
８丁目

14Ｒ１ 505 高層耐火
８ 階 建 1LDK 22,800

～ 36,800 Ｈ 14（単身向）

市有地を売払います
　次のとおり一般競争入札により市有地を売
払いしますので、買受希望の方はご参加くだ
さい。いずれも市街化調整区域ですので、建
築制限があります。

■売払物件　
物件①…長砂町 1045 番２

　　　　　（雑種地・2109.86 ㎡）

　物件②…彦名町 2691 番９
　　　　　（宅地・278.02 ㎡）

■現地説明の日時・場所
　と き　14日（木）
　　　　　①長砂町　午前９時 30分
　　　　　②彦名町　午前10時 30分
　ところ　売払物件所在地
■一般競争入札の日時・場所
　と き　22日（金）
　　　　　①長砂町　午後１時 30分
　　　　　②彦名町　午後２時
　ところ　市役所２階　202会議室
■注意事項
⑴米子市行政サービスの利用制限措置として、
　米子市市税等の滞納がある方には、原則、
　売払うことができません。
⑵入札に参加される方は、入札当日、現金又
　は銀行振出小切手で、入札金額の 10％以
　上の入札保証金を納付する必要があります。
　ただし、落札者以外の入札保証金は、返還
　します。
⑶その他の詳細は、入札心得書（入札契約課
　で交付）に記載しています。
■問い合わせ
　入札契約課（☎２３－５３６４）

児童手当の手続きはお済みですか？
　平成 18年４月１日から児童手当制度が改正され、支給対

象年齢がこれまでの小学校３年生までから、小学校６年生ま

でに拡大され、併せて所得制限が引き上げられました。新た

に児童手当を受けるためには、市役所児童家庭課、または淀

江支所福祉保健課で手続きが必要です。

　なお、改正に伴う手続きは、平成 18年９月 29 日までに

受け付けたものに限り、特例により平成 18年４月分（また

は支給要件に該当した日）までさかのぼって支給されます。

※所得が一定額以上の場合、児童手当が支給されない場合が

　あります。

■問い合わせ　児童家庭課　（☎２３－５１３５）



■申込・問い合わせ　健康対策課（☎ 23－5452 ～ 5454）
　　　　　　　　　　（錦町１丁目「ふれあいの里」３階　米子市保健センター内）

骨粗しょう症検診
　自分の骨量を知り、毎日の生活の中で骨粗しょう症の予
防を心がけていただくために、　「ふれあい健康フェスティ
バル」の日に骨粗しょう症検診を行ないます。
　ご希望の方は健康対策課へお申込みください。
■対　　象　20歳以上の女性
※３年以内に骨粗しょう症検診を受けられた方と妊婦さん
　はご遠慮ください。
■と　　き　10 月 14日（土）　午前９時～正午
■と こ ろ　「ふれあいの里」　正面玄関
■検査方法　検診車による手のレントゲン撮影
■料　　金　700円
■募集人数　250人（定員になり次第締切ります）
■申込方法
　26日（火）までに健康対策課へ電話でお申込ください。
※後日、案内と問診票を送ります。

生活習慣病予防教室
月 日 テ ー マ 講 師

28日（木）
午後１時30分～

３時30分
「肝臓について（仮）」

山陰労災病院
内科　医師

岸
きしもと

本　幸
ゆきひろ

広さん
■受付時間　午後１時～
■と こ ろ　｢ふれあいの里 ｣　1階大会議室
※駐車場が大変混み合いますので、自家用車でのご来場は
　なるべくご遠慮ください。

元気ハツラツ体操教室
　筋力トレーニング、ストレッチなど自宅でも
続けられる内容で運動を行います。
■と　　き　平成 18年 10月～平成 19年２月
　　　　　　毎週木曜日　午後1時30分～ 3時
■と こ ろ　ふれあいの里　２階
■対　　象　おおむね 65歳未満の方で、疾病
　　　　　　や加齢などにより心身機能が低下
　　　　　　している方、介護保険の介護認定
　　　　　　で非該当の方
■募集人数　15人
■申込方法　21日（木）までに、健康対策課
へ電話でお申込みください。

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）
の貸出をはじめました

　心停止した人に対してＡＥＤを使うこと
によって救命率を高めることになります。
米子市に住所のある個人か、事務所のある
団体が主催される米子市内でのイベント等
に無料で貸出をします。
　ＡＥＤとは ､突然死の原因のひとつであ
る不整脈（心室細動）を起こした心臓に電
気ショックを与えて心臓の動きを正常にす
る機器です。使用できる方は､医師､看護師、
救急救命士、普通救命講習等を受講した方
です。
■問い合わせ
健康対策課庶務係（☎２３－５４５１）

健診実施期間中です
　6月に健康診査受診票をお送りしましたが、受診されました
か ?まだ受診票が届いていない方、転入された方等で受診を希
望される方は、お問い合わせください。
●乳がん検診は、視触診＋マンモグラフィ (乳房X線撮影 )です。
　マンモグラフィの予約が必要ですので健康診査受診票を参考
　にお申し込みください。
●子宮がん検診は 20才から 29才まで、レディース検診は 18
　才から29才までの女性です。希望の方はお申し込みください。
■申込・問い合わせ　健康対策課 (☎２３－５４５２・５４５８）



お子さんの予防接種
　生まれ月ごとに毎月実施します。受けられ
なかった場合は、次月以降に受けてください。
ところ　保健センター（「ふれあいの里」３階）
受　付　午後１時～２時
　　　　　（接種は午後１時15分から）
その他　母子健康手帳、予診票をお持ちください。
　　　　（母子健康手帳がないと受けられません）
　　　　「予防接種と子どもの健康」の冊子を読
　　　　んできてください。
　　　　体温は接種会場で測ります。

◆結核予防接種（ＢＣＧ）
対 象 児 接 種 日

H18年５月31日～６月12日生 ９月12日（火）
H18年６月13日～６月29日生 ９月29日（金）
H18年６月30日～７月12日生 10月12日（木）

※生後３か月で接種します。
※生後６か月未満で接種を受けていない方も受け
　てください。
※ツベルクリン（結核に感染しているかどうかの
　検査）はなくなりました。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種
対　象　児 １回目 ２回目

H17年９月生 １回目の接種を受
けていない方は、
下記の日程で１回
目、２回目を受け
てください。

９月13日（水）

H17年10月生 ９月27日（水）

H17年11月生 10月11日（水）

H17年12月生 ９月14日（木） 11月８日（水）

H18年１月生 ９月28日（木） 12月13日（水）

※７歳６か月未満で接種を受けていない方も受け
　てください。
※６週間以上の間隔をおいて２回飲みます。
  （間隔は６週間以上であれば、いくら長くても
　かまいません）

胃がん集団検診日程
月 日 ところ と き

９月21日（木） 加 茂 公 民 館 午前８時30分～９時
９月27日（水） 河 崎 公 民 館 午前８時30分～９時

10月10日（火） 福生西公民館 午前７時30分～８時
福生東公民館 午前９時～９時30分

10月11日（水） 夜 見 公 民 館 午前７時30分～８時
彦 名 公 民 館 午前９時～９時30分

■前日の午後９時以降は、　絶食してください。
■受診票を必ずご持参ください。

結核・肺がん検診日程
月 日 と こ ろ と き

22日
（金）
崎津

友森運送前 午後９時30分～９時50分
橋本青果 午前10時～10時20分
崎津公民館 午前10時30分～11時
鳥取西部農協崎津支所 午前11時10分～11時30分
大崎２区集会所 午後１時～１時20分
矢倉正八郎氏宅前 午後１時30分～１時50分
崎津７区集会所 午後２時～２時30分

■対象者　米子市内に住所を有する 40歳以上の方
■内 容　胸部レントゲン検査
（問診結果で、肺がんの「たん」の検査を受けることもできます）
■料 金　レントゲン撮影は無料（「たん」の検査は 900円です）
※くわしくは地区回覧をご覧ください。
※アスベスト健康被害に関し、不安があり検診を希望される
　方は、問診の際にお申し出ください。

ふしめ歯科検診(歯周疾患検診)を受けましょう！
受診希望者はお申し込みください。
■対 象　今年度に 40、50、60、70歳になる方
　※生年月日が…
 　S41. ４.1 ～ S42. ３.31 生、S31. ４.1 ～ S32. ３.31 生、
 　S21. ４.1 ～ S22. ３.31 生、S11. ４.1 ～ S12. ３.31 生の方
■検査内容　　問診、歯周組織検査
■自己負担金　500円
※70歳の方、生活保護世帯の方、市民税非課税世帯の方は無料
■申込期間・実施期間　12月末まで
■申込・問い合わせ　健康対策課 (☎２３－５４５２・５４５８)

　　　　　　　　　　淀江支所福祉保健課 (☎５６－３１１３)



◆特に記載のないものは参加自由・無料です。
　入館料が必要な場合もありますので、
　各施設までお問い合わせください。
◆翌月上旬までの催しを掲載しています。

市立図書館
☎２２－２６１２

木曜おはなし会（協力：ほしのぎんか）
毎週木曜日・午前10時40分～11時30
分・親子読書コーナー・紙芝居、絵本
の読み聞かせ、手あそび、パネルシアター

つつじ読書会
10 月７日（土）午後２時・特設文庫室・
平
ひ ら せ

勢隆
た か お

郎著「中国の歴史２巻ー都市国
家から中華へ」（前半）
伯耆文化研究会
研究発表：上

かみなだ

灘順
じゅんこ

子さん「米子よい
とこ」－米子の文芸こぼれ話ー、岩

い わ さ

佐
武
たけひこ

彦さん「昭和18年米子戦中日記」・
９日（土）午後１時30分・大会議室

福市考古資料館
☎２６－３７８４

学術講演会「山陰の旧石器文化」
23日（土）午後２時～午後３時30分・
「ふれあいの里」中会議室（４階）・参
加無料、申し込み不要（定員 100人）
講師：鳥取県埋蔵文化財センター
　　　調査第一係長　湯

ゆ む ら

村　功
いさお

さん 
企画展「鳥取県西部発掘調査速報展」
25日（月）まで開催
■入館料　無料
■開館時間　
　午前９時30分～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日

ビジネス支援
「起業セミナー」12日（火）午後６時
30分・特設文庫室
「特許情報相談会」26 日（火）午前
10時30分～午後４時・特設文庫室
環日本海講座
「在日」の「心」ー「韓国・朝鮮」と
日本のはざまでー・講師：島根県立
大学教授　井

いのうえ

上厚
あ つ し

史さん・16日（土）
午後２時～・大会議室
古文書研究会
24日（日）午後１時30分～・大会議室・
西
にしむら

村美
み す じ ょ

須女（幕末期日吉津村出身）の
旅行記「多

た び の み ち く さ

比能美知久佐（旅の道草）」・
講師…中

なか

　宏
こう

さん
■開館時間
　平日…午前９時～午後６時、
　土・日・祝日…午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週月曜日、30日

　映像芸術の原点である映画のもつ素晴らしさを米子市公
会堂の大スクリーンでお楽しみください。今年は米子市出
身の故岡

おかもと

本喜
き は ち

八監督の名作等を上映いたします。
　喜八監督の映画パネル展示やビデオ上映も開催します。

16日

（土）

午後１時30分～『純愛物語』　1957年 東映（東京）
監督／今井　正　出演／江原真二郎ほか午後３時40分

午後４時～ 『肉弾』　1968年 肉弾を作る会
監督／岡本喜八　出演／寺田　農ほか午後５時56分

午後６時15分～『旅の重さ』　1972年 松竹
監督／斉藤耕一　出演／高橋洋子ほか午後７時46分

17日

（日）

午後１時30分～『おとうと』　1960年 大映
監督／市川　崑　出演／岸　恵子ほか午後３時８分

午後３時30分～『肉弾』　1968年 肉弾を作る会
監督／岡本喜八　出演／寺田　農ほか午後５時26分

■会 場　米子市公会堂大ホ－ル
■入場料　１日券前売 500円・当日券 700円
　　　　　市内有名プレイガイドで発売中
■問い合わせ　米子市公会堂（☎２２－３２３６）

米子人生大学講座のご案内

第８回

25日（月）

「歌のある生
くらし

活」
講師　合唱団G

グ ラ ン ツ

lanz 主宰
　　　古

ふ る せ

瀬美
み ほ こ

保子さん

第９回

10月２日
（月）

「出雲という国」
講師　島根女子短期大学名誉教授・
　　　荒神谷博物館館長
　　　藤

ふじおか

岡　大
だいせつ

拙さん

どなたでも参加できます。どうぞお気軽にお出か
けください。
■ところ　米子市文化ホール
■時 間　いずれも午後２時～４時
　　　　　（開場　午後１時30分）
■受講料　無料
■問い合わせ
　生涯学習課（☎２３－５４４４）



図書室では

その他館内では

プラネタリウム室では

児童文化センター
☎３４－５４５５

解説員が優しく語りかける「今夜見え
る星空と星座物語（月へのぼった少女、
月の嫦

じょうが

娥伝説）」をお楽しみください。
おとなの方もぜひ、ご利用ください。
・プラネタリウム投影時間

平日 土・日・祝日
－ 午前 10時 45分
－ 午前 11時 45分

午後 2 時 午後 2 時
午後３時 午後 3 時

－ 午後 4 時

・観覧料金
　小中学生 50円、大人 210円、
　幼児無料（保護者同伴のこと）
・土曜日は小中学生無料
・団体の電話予約可
◆出張天体観測会
（米子市子ども地域活動支援事業）
対象：米子市内の小学生と保護者・人
数 10～50人まで・23日（土）・各地
区実行委員会（各公民館）を通して申
し込んでください。

おはなしや、絵本の世界へどうぞ。
当日自由参加。
えほんとわらべうた
６日、27日（水）午前10時30分～11時・
「ハイハイよちよちコース」（０歳～１
歳半とその保護者対象）、11時10分～
11時40分・「たんたんピョンピョンコー
ス」（１歳以上とその保護者対象）
おはなしのへや
（共催・朗読ボランティア火曜の会）
10日（日）午 前11時～11時30分・
『おや　なにかおちてる』ほか、午後
２時30分～３時10分・『コッコさんの
おみせ』など、紙芝居や絵本の読み聞
かせなど
子どもの本をたのしむ会
11日（月）午前10時～正午・「薮

やぶうち

内

米子市美術館
☎３４－２４２４

常設展Ⅰ「アートのなかの子どもたち」
所蔵作品の中から洋画、版画、写真な
ど様々なジャンルにおいて、子どもを
題材に制作された作品をまとまった形
で展観します。
◆会期　10日（日）～ 10月22日（日）
　　　　（水曜日休館）
◆観覧料　一般 310（260）円、
　　　　　高校・大学生150（100）円
※（　）内は 15人以上の団体料金
※中学生以下、70歳以上、障がいの
　ある方（介護者 1人含む）、米子市
　美術館後援会の会員の方は無料
第4回ミュージアムスクール
「学芸員レクチャー」
24 日（日）午後２時～・参加費無料
■開館時間　午前10時～午後６時
■今月の休館日　毎週水曜日、７日

山陰歴史館
☎２２－７１６１

民話のへや
（共催：ほうき民話の会）
17 日（日）午後１時 30 分～午後２
時 20 分・２階「いろりの間」、民話
４話（境のおたねさん・きばむき・キ
ツネの遊女・傘

か さ や

屋善
ぜ ん べ え

兵衛の話）、民具
ひとくち解説 
■開館時間
　午前９時 30分～午後６時
■今月の休館日　毎週火曜日

正
まさゆき

幸さんの本」がテーマです。
大人が楽しむおはなし会
13日（水）午後２時～４時・大人対象・
ストーリーテリングや、絵本の読み聞
かせなどの勉強会
だくちるおはなし会
23日（土）午後２時15分～３時15分
『さんまいのおふだ』ほか、おはなし
や絵本、手遊びなど・幼児～大人対象

自由工作コーナー
毎日午前９時～午後５時、いろいろな
ものを作ることができます。
■開館時間　午前９時～午後５時
■電話受付　午前８時30分～午後５時
■今月の休館日
　毎週火曜日、20日、25日
■平成19年３月31日までの毎週金
　曜日、土曜日は施設の使用申請があ
　る場合、午後10時まで開館します。
　詳しくはお問い合わせください。

米子水鳥公園
☎２４－６１３９

自然観察会「秋の鳴く虫鑑賞会」
16日（土）午後 7時～ 8時・申し込
み不要・参加無料・集合：水鳥公園ネ
イチャーセンター
手作り自然教室
「カエル工房 in米子水鳥公園」
17日（日）午後１時～午後４時30分・
小学生以上先着 20 人、要申し込み・
材料費 100 円・会場：水鳥公園ネイ
チャーセンター
フェザーカービング展
開館時間中にいつでも鑑賞できます。
展示期間：10月 1 日 ( 日 ) ～ 11 月
30日（木）・会場：ネイチャーセンター
内スロープ壁面
■開館時間　午前9時～午後５時30分
■今月の休園日　毎週火曜日



水鳥公園からのたより

ウラギク

■編集発行／米子市企画部市民参画課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／東京印刷株式会社

　秋の渡り鳥がやってくる頃になると、米子水鳥公園ではピンク色のか
わいい花の群生が見られます。これは、ウラギクという花で、本来は太
平洋岸や瀬戸内の海岸の湿地に群生する植物です。名前の「ウラ」は、
海岸の「浦」からきています。日本海側では大変珍しい植物で、「レッドデー
タブックとっとり植物編」では、県内の記録は中海沿岸のみとなってい
ます。
　この植物は、干潟の奥にある塩性の泥状裸地に生育するのが本来の生
態で、干満の差がほとんどなく、干潟ができない日本海側では、分布で
きない植物です。ところが、干拓で泥がくみ上げられた場所は、偶然に

もウラギク本来の生育地に似た環境となりました。その結果、米子水鳥公園にウラギクが生育するようになったようです。
　しかし、開園当初には園内のいたるところに生育していたウラギクですが、近年はところどころにぽつりぽつりと花を
咲かせるだけです。残念ながら、人間が一時的に作った環境は長続きせず、しばら
くするとヨシに取って代わられてしまったのでしょう。水鳥公園は本来の生育域で
はないので、ウラギクの衰退はやむを得ないことかもしれません。
　ところが最近、米子水鳥公園では、湿地の再生のために園内の砂山を切り崩して
岸辺の埋め戻しを行いました。その結果、砂山の跡地がウラギクの生育しそうな塩
性の泥状裸地となったのです。もしかしたら、ここに久しぶりのウラギクが群生す
るのではないか、と期待しながら、その後の様子を観察しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水鳥公園指導員　神谷　要

新米子の文化財

　井
い ど

戸平
へい ざ え も ん

左衛門正
まさあき

明は江戸時代の石
いわみ

見国、大森銀山の代官です。
彼は享保の凶作の際、役所の米蔵を開き領民に与え、年貢を減
じたほか、薩摩国より甘

かんしょ

藷（薩摩芋）の種芋を取り寄せ領内に
普及するなどして善政を行なった人物です。
　弓浜地方に甘藷が伝わったのは、彼が石見国に種芋を取り寄
せてから 50 年ほど後の安永９年（1780 年）頃で、境村の庄屋、
黒
くろ み

見幸
こうじろう

次郎が石見国静間村の船頭、甚
じん ざ え も ん

左衛門に頼んで種芋を手
に入れたといわれます。砂地に適した甘藷は弓浜地方でよく育
ち ､水田の少ないこの地域では大切な食糧となりました。

　井戸平左衛門の功績をたたえる石碑は
山陰各地に建てられましたが、米子市内
では弓浜地区に４基あります。芋神さん、
芋塚さん、芋地蔵さんとも呼ばれ、地元
で大切にまつられています。
　
　　　　　■問い合わせ

文化課（☎２３－５４３７）

芋
いも

代
だい か ん

官碑
ひ

（市指定有形民俗文化財）

人口と世帯数　　※平成 18 年８月１日現在の住民基本台帳登録者数　(　) 内は前月比
　　　　　　　　人 口　150,432 人 (－ 23 人 )　男 性 71,749 人 (ー １人 )　女 性 78,683 人 (ー22人 )
　　　　　　　　世帯数　60,600 世帯(＋15 世帯)　　　　　　　　　　　　
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